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▲平成 25 年の様子 豊穣宝船と「あづみ～ず」

販
売
促
進
事
業

●
第
二
回
「
新
そ
ば
と
食
の

   

感
謝
祭
」
開
催
の
お
知
ら
せ

【
日
時
】　

十
一
月
十
五
日
（
土
）

　
　
　
　

十
一
月
十
六
日
（
日
）

　
　
　
　

両
日
と
も
午
前
十
時
か
ら

　
　
　
　

午
後
四
時
ま
で

【
場
所
】　

穂
高
神
社
特
設
会
場

　
　
　
　

（
北
・
南
神
苑
及
び
そ
の
周
辺
）

　

今
年
も
安
曇
野
市
商
工
会
主
管
、
長
野

県
松
本
地
方
事
務
所
・
安
曇
野
市
・
安
曇

野
市
農
業
再
生
協
議
会
共
催
の
「
新
そ
ば

と
食
の
感
謝
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▲安曇野の黄金色の田園風景

　

南
神
苑
で
は
安
曇
野
市
農
業
再
生
協
議

会
が
主
体
と
な
っ
て
、
農
林
業
ゾ
ー
ン
を

設
け
ま
す
。
安
曇
野
市
周
辺
で
生
産
さ
れ

た
野
菜
・
果
物
な
ど
の
販
売
の
他
、
友
好

都
市
、
地
元
学
校
な
ど
も
出
店
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
好
評
だ
っ
た
野
菜
や
果
物

で
飾
り
付
け
た
「
豊
穣
宝
船
」
を
今
年
も

製
作
し
、「
あ
づ
み
～
ず
」
と
一
緒
に
曳

行
し
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。「
豊
穣
宝

船
」の
野
菜
等
は
、最
終
日
の
十
六
日（
日
）

十
五
時
（
予
定
）
か
ら
南
神
苑
周
辺
に
て

来
場
者
の
皆
様
へ
無
料
配
布
す
る
予
定
で

す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
は
弓
道
場
に
大
型
テ
ン

ト
を
設
営
し
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
展
、
懐
か

し
い
農
機
具
の
展
示
・
実
演
、
長
野
県
わ

さ
び
振
興
協
議
会
主
催
に
よ
る
わ
さ
び
共

進
会
（
品
評
会
）
な
ど
を
企
画
し
て
お
り

ま
す
。
皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
お
越
し

下
さ
い
。

なお、当日は会場周辺の混雑が予想されますので、

お越しの際は公共交通機関または、無料シャトル

バスをご利用下さい。シャトルバスは、県民豊科

運動広場及び、穂高プールから発着致します。 そ
ぱ
っ
ぴ



■ご利用方法
　各アドバイザーに直接お電話でお問い合わせください

　（時間帯への配慮をお願いいたします）。

アドバイザーお問い合わせ先
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生 

産 

振 

興 

事 

業

●
安
曇
野
市
農
業
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

平
成
二
十
五
年
度
よ
り
安
曇
野
市
農
業
技
術
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
は
延
べ
九
六
二
件
の
ご
利
用
が
あ
り

ま
し
た
。
今
年
度
は
八
月
末
時
点
で
七
一
三
件
の
ご
利
用

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。相
談
内
容
と
し
て
は
、病
害
虫

や
雑
草
の
防
除
に
関
わ
る
相
談
が
多
く
、こ
の
時
期
に
は
何

を
植
え
た
ら
よ
い
か
、ど
の
よ
う
な
管
理
を
し
た
ら
よ
い
か

と
い
っ
た
よ
う
な
相
談
や
、施
肥
、土
づ
く
り
に
関
す
る
相

談
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
冬
野
菜
や
次
年

度
作
の
準
備
を
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
作
付
け
に
関
す

る
こ
と
や
、土
づ
く
り
の
こ
と
、冬
期
の
管
理
の
こ
と
な
ど
、

お
悩
み
の
こ
と
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
玉
ね
ぎ
生
産
振
興
モ
デ
ル
事
業

　
　
　
　
　
　

調
整
機
稼
働
検
証
実
施

　

そ
菜
生
産
振
興
部
会
で
は
、
玉
ね
ぎ
栽
培
の
機
械
化
一

貫
体
系
の
確
立
を
目
指
し
、検
証
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

六
月
に
は
機
械
に
よ
る
収
穫
・
除
湿
を
行
い
、
八
月
に
は

今
年
度
新
た
に
導
入
し
た
玉
ね
ぎ
調
整
機
の
稼
働
検
証
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
調
整
機
は
、
除
湿
乾
燥
し
た
玉
ね
ぎ
を
投
入
す
る

と
根
と
葉
を
自
動
で
適
正
な
位
置
で
カ
ッ
ト
す
る
機
械

で
、
一
時
間
当
た
り
約
四
十
五
ケ
ー
ス
の
調
整
を
行
う
能

力
が
あ
り
ま
す
。
検
証
で
は
、
前
半
こ
そ
機
械
の
調
整
等

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
行
っ
た
た
め
ペ
ー
ス
が
上
が
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
調
整
が
終
わ
り
、
作
業
員
が
慣
れ
る
と
お

お
む
ね
期
待
通
り
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

検
証
結
果
は
三
月
末
の
事
業
実
績
報
告
会
で
発
表
い
た

し
ま
す
。

●
米
の
品
評
会
出
品
補
助
の
お
し
ら
せ

　

再
生
協
議
会
で
は
、
安
曇
野
市
の
お
米
の
知
名
度
向
上

の
た
め
、
今
年
度
お
米
の
品
評
会
（
コ
ン
ク
ー
ル
等
）
に

ご
自
身
で
栽
培
さ
れ
た
お
米
を
出
品
す
る
方
へ
、
出
品
料

の
補
助
を
い
た
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
安
曇
野
市
役
所
農
政
課
生
産
振
興
担

当
窓
口
へ
お
越
し
下
さ
い
。
申
請
書
と
実
績
報
告
書
の
用

紙
を
お
渡
し
し
ま
す
。

一
、
対　

象　

主
食
用
米
、
酒
米
、
も
ち
米 

二
、
補
助
額　

品
評
会
へ
の
出
品
料
の
半
額

　
　

※
た
だ
し
、
一
人
五
千
円
以
内
と
し
ま
す
。
ま
た
、

　
　
　

申
請
多
数
に
よ
り
、
予
算
の
上
限
を
上
回
る
場
合

　
　
　

は
、金
額
が
変
動
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

三
、
手
続
き
に
必
要
な
書
類

　
　

・
申
請
書

　
　

・
出
品
す
る
品
評
会
の
要
項
等
（
出
品
料
の
分
か
る

　
　
　

書
類
）

　
　

・
出
品
の
際
の
申
込
書
の
写
し

四
、
申
し
込
み
後
必
要
な
書
類

　
　

・
実
施
報
告
書

　
　

・
品
評
会
の
成
績
通
知
書
（
結
果
の
分
か
る
書
類
）

五
、
申
し
込
み
期
限

　

平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
（
水
）（
必
着
）

　

※
問
合
せ
先
…
生
産
振
興
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎ 

七
七
―
三
一
一
一
）

平 林 隆 之 さん
穂高地域在住

携帯
 080-8810

     -0037

山 田 清 二 さん
堀金地域在住

携帯
 080-8810

     -0038

山 本 幹 雄 さん
豊科地域在住

携帯
 080-8810

     -0039

▲試運転の様子
　中央の白い機械が新たに導入した調整機
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集 

落 

支 

援 

事 

業

●
農
地
中
間
管
理
事
業

農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
？

　

各
都
道
府
県
で
知
事
の
指
定
を
受
け
た
農
業
開
発
公
社

が
「
信
頼
で
き
る
農
地
の
中
間
的
受
け
皿
」
と
し
て
担
い

手
へ
の
集
積
・
集
約
化
の
促
進
を
目
的
に
「
農
地
中
間
管

理
機
構
」
と
し
て
、
農
地
の
借
受
け
・
貸
付
け
を
支
援
す

る
も
の
で
す
。
安
曇
野
市
で
は
、
実
際
の
業
務
を
安
曇
野

市
農
業
再
生
協
議
会
が
長
野
県
農
業
開
発
公
社
か
ら
委
託

を
受
け
て
事
業
を
進
め
ま
す
。

機
構
の
仕
組
み
は
？

　

「
規
模
を
縮
小
し
た
い
」「
高
齢
で
農
業
を
リ
タ
イ
ア
し

た
い
」「
農
地
の
貸
付
け
先
が
見
つ
か
ら
な
い
」
な
ど
の

方
々
の
農
地
を
機
構
が
借
受
け
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

を
基
に
貸
付
け
先
を
選
定
し
た
上
で
、
地
域
の
中
心
経
営

体
へ
貸
付
け
を
行
い
ま
す
。
相
対
で
は
不
安
が
あ
る
場
合

も
、
公
的
機
関
の
公
社
を
通
じ
た
農
地
の
貸
し
借
り
で
す

の
で
安
心
で
す
。

農
地
の
受
付

【
注
意
事
項
】

◆
農
地
を
貸
し
た
い
方

　

〇
貸
付
け
年
数
は
原
則
十
年
以
上
で
す
。

　

〇
貸
付
け
相
手
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

〇
次
の
農
地
に
関
す
る
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　
　

・
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
で
あ
る
こ
と

　
　

・
遊
休
農
地
な
ど
著
し
く
利
用
が
困
難
で
な
い
こ
と

　
　

・
借
り
手
が
現
れ
る
可
能
性
が
著
し
く
低
い
農
地
で

　
　
　

な
い
こ
と

◆
農
地
を
借
り
た
い
方

　

〇
借
受
け
年
数
は
原
則
五
年
以
上
で
す
。

　

〇
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
中
心
経
営
体
な
ど
担
い
手

　
　

へ
の
集
積
・
集
約
化
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

機
構
集
積
協
力
金

　

農
地
中
間
管
理
事
業
で
は
、
機
構
を
通
し
て
貸
借
を

行
っ
た
場
合
に
地
域
ま
た
は
農
家
を
対
象
に
し
た
各
種
協

力
金
が
あ
り
ま
す
。（
交
付
額
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。）

1
地
域
集
積
協
力
金

　

地
域
の
話
し
合
い
に
基
づ
い
て
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
機

構
に
農
地
を
預
け
て
も
ら
い
、
担
い
手
へ
農
地
を
貸
付
け

る
こ
と
で
、
分
散
錯
圃
の
解
消
や
規
模
拡
大
な
ど
、
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

地
域
の
貸
付
け
面
積
の
割
合
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

交
付
金
は
、
地
域
農
業
の
発
展
に
資
す
る
観
点
で
地
域

で
合
意
さ
れ
た
事
項
で
あ
れ
ば
、
幅
広
く
使
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

既
に
担
い
手
と
の
貸
借
が
行
わ
れ
て
い
る
農
地
や
、
集

落
営
農
組
織
に
よ
り
集
積
さ
れ
て
い
る
農
地
も
、
改
め
て

機
構
を
通
じ
た
貸
借
を
行
え
ば
、
こ
の
協
力
金
の
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
集
落
営
農
組
織
を
法
人
化
す
る
た
め
の
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
の
活
用
が
有
効
で
す
。

2
経
営
転
換
協
力
金

　

農
業
部
門
の
減
少
に
よ
り
経
営
転
換
す
る
農
業
者
や
、

リ
タ
イ
ア
す
る
農
業
者
及
び
農
地
の
相
続
人
で
農
業
経
営

を
行
わ
な
い
方
が
、
全
て
の
自
作
地
を
十
年
以
上
機
構
に

貸
付
け
た
場
合
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
以
下
の
自

作
地
を
除
き
ま
す
。

　

①
農
業
振
興
地
域
外
の
自
作
地

　

②
農
業
振
興
地
域
内
の
十
ア
ー
ル
未
満
の
自
作
地

　

③
機
構
が
借
り
受
け
な
か
っ
た
自
作
地

　

④
農
業
部
門
の
減
少
の
場
合
は
、
減
少
し
た
部
門
の
作

　
　

物
以
外
の
作
物
を
栽
培
す
る
自
作
地

　

な
お
、
遊
休
農
地
の
所
有
者
は
対
象
外
で
す
。

3
耕
作
者
集
積
協
力
金

　

一
連
の
農
作
業
の
継
続
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
集

積
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
機
構
が
借
受
け

た
農
地
の
隣
接
農
地
の
所
有
者
ま
た
は
耕
作
者
に
交
付
さ

れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、二
筆
以
上
の
農
地
が
接
し
て
い
る
な
ど
、

効
率
的
な
集
約
化
が
進
ん
だ
農
地
が
交
付
対
象
で
す
。

　

こ
の
協
力
金
も
、
農
地
を
十
年
以
上
機
構
に
貸
付
け
る

こ
と
が
要
件
と
な
り
ま
す
。

◇
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
と
同
様
、
相
対
で

　

の
貸
借
ま
た
は
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
（
Ｊ
Ａ
を

　

通
し
た
貸
借
）
も
引
き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
参
照
い
た
だ
く

か
、
事
務
局
担
当
へ
お
気
軽
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

※
問
合
せ
先
…
集
落
支
援
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎ 

七
七
―
三
一
一
一
）

農地を
貸したい方

農地を
借りたい方

受
付
期
間

随　　時

来年から
貸したい方は
12月末まで

平成26年度の
公募は９月～10月

平成 27 年度からは
半年に一度の予定

提
出
書
類

申 出 書
（受付窓口に有り）

借受希望申込書
（市農政課から送付）

受
付
窓
口

市農政課または農協各営農センター
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●
安
曇
野
女
性
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
開
講
！

　

市
内
の
女
性
農
業
者
を
対
象
と
し
た
「
安
曇
野
女
性
農

業
者
セ
ミ
ナ
ー
」
を
六
月
か
ら
開
講
し
て
い
ま
す
。
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
は
、
将
来
を
担
う
若
い
女
性
農
業
者
に
地
域
の

仲
間
と
の
情
報
交
換
や
農
業
と
暮
ら
し
に
関
す
る
基
礎
的

知
識
・
技
術
を
習
得
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
松
本

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、安
曇
野
市
農
業
再
生
協
議
会
、

農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー
協
会
安
曇
野
支
部
が
開
催
し
て
い

る
も
の
で
、
受
講
者
は
市
内
全
域
か
ら
十
六
名
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

六
月
二
十
四
日
の
第
一
回
講
座
で
は
、
受
講
者
が
自
己

紹
介
し
、「
米
や
ジ
ュ
ー
ス
用
ト
マ
ト
等
野
菜
づ
く
り
の

技
術
を
学
び
、
品
質
の
良
い
も
の
を
沢
山
出
荷
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
熱
い
抱
負
が
語

ら
れ
ま
し
た
。
先
輩
女
性
農
業
者
で
あ
る
農
村
生
活
マ
イ

ス
タ
ー
か
ら
は
、「
県
外
か
ら
嫁
ぎ
、
水
稲
を
中
心
と
し

た
大
規
模
経
営
に
発
展
し
て
き
た
経
過
を
振
り
返
り
、
家

族
の
協
力
を
得
な
が
ら
自
分
の
時
間
を
作
っ
て
き
た
こ

と
、
多
く
の
仲
間
を
大
切
に
し
、
何
事
も
プ
ラ
ス
志
向
で

一
度
は
挑
戦
し
て
み
る
と
良
い
」
な
ど
の
体
験
談
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
再
生
協
議
会
農
業

技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
は
、
夏
野
菜
の
栽
培
管
理
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

八
月
四
日
の
第
二
回
講
座
で
は
、
地
元
で
生
産
さ
れ
た

旬
の
農
産
物
を
使
い
、
加
工
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
農
村

生
活
マ
イ
ス
タ
ー
二
名
が
講
師
を
務
め
、
真
っ
赤
に
熟
し

た
ジ
ュ
ー
ス
用
ト
マ
ト
を
使
い
ケ
チ
ャ
ッ
プ
づ
く
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
大
釜
で
の
煮
込
み
加
減
や
調
味
料
を
入
れ

る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
は
コ
ツ
が
あ
り
、
講
師
の
経
験
と
勘
が

若
い
受
講
生
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
な
ら
で
は

の
手
つ
き
に
、
受
講
者
は
真
剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

実
習
中
は
、
受
講
生
同
士
や
先
輩
と
の
交
流
・
会
話
も
弾

み
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
今
後
二
年
間
の
計
画
で
農
業
や
暮

ら
し
の
講
座
、
加
工
実
習
、
視
察
研
修
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

安曇野市農業再生
協議会だより

名称募集中 !
　みなさまにより親しんで
いただけるような新しい本
誌の名称を募集します。

【募集期間】

平成26年10月1日～

　　  平成26年12月26日

【応募方法】

①名称　②名称の理由

③住所　④氏名

⑤電話番号

を明記のうえ下記宛先ま

でお送りください。

【ＦＡＸ】0263-77-6060

【郵　送】

〒399-8101　

安曇野市三郷明盛 4810-1

安曇野市農業

再生協議会事務局

※当日消印有効
誠に勝手ながら切手は各自
ご用意ください。

【賞　品】

名称採用者様へ、あづみ～

ずグッズをプレゼント！
（複数の方から同じ名称で応募が

　あった場合、抽選で５名様まで）

※その他詳細については、

　安曇野市農業再生協議会

　H P をご覧ください。

http://azu m i- nou. com/

販 

売 

促 

進 

事 

業

●
全
国
へ
飛
び
出
せ
！「
安
曇
野
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

　

八
月
二
十
三
日
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
宇
都
宮
店
に
お
い

て
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
・
マ

イ
パ
ー
ル
長
野
と
協
力

し
て
「
安
曇
野
コ
シ
ヒ

カ
リ
」
の
店
頭
Ｐ
Ｒ
と

試
食
販
売
を
行
い
ま
し

た
。
ポ
ス
タ
ー
や
の
ぼ

り
旗
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
用
意

し
【
安
曇
野
は
水
の
き

れ
い
な
米
ど
こ
ろ
！
安

曇
野
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
美

味
し
い
！
】
と
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
供
か
ら
ご
年
配
の
方

ま
で
様
々
な
お
客
様
に
試
食
を
し
て
も
ら
い
、「
噛
み
ご

た
え
が
あ
る
」「
新
米
か
と
思
っ
た
！
」
等
お
お
む
ね
好

評
な
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
安
曇
野
コ
シ

ヒ
カ
リ
」
の
県
外
で
の
知
名
度
が
向
上
す
る
よ
う
に
、
販

売
促
進
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲女性農業者セミナーの様子

▲栃木県宇都宮市で、安曇野農産物を PR


